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【８月２３日～８月２９日】

〔モルドバの報道をもとに作成〕

平成２６年９月３日

在ウクライナ大使館

１．内外政

・２３日、自由民主党は、９月７日に近年の同党の活動報告を

行い、１１月の総選挙に向けた選挙運動を本格的に開始する

旨発表。

・２７日、ティモフティ大統領、レアンカ首相及びコルマン議会

議長は、来訪中のポンタ・ルーマニア首相と共に、同日の独

立記念日に際する各種式典に出席。同日、レアンカ首相は、

ポンタ・ルーマニア首相及びエッティンガー欧州委員（エネ

ルギー担当）と共に、ヤシ・ウンゲニ間パイプライン竣工式典

に出席。

・２８日、ティモフティ大統領は、トルコを訪問、同日大統領に

就任したエルドアン大統領等と会談。同日、ゲルマン副首相

兼外務・欧州統合相は、ルーマニアを訪問、コルラツェアン・

ルーマニア外相パンジキゼ・グルジア外相及びアシュトンＥ

Ｕ上級代表と共に、ルーマニア年次外交会議に出席。

２．沿ドニエストル

・２５日、カルポフ再統合問題担当副首相は、キシナウにてシ

ュタンスキ沿ドニエストル「外相」と会談。シュタンシュキ「外

相」は、９月１１、１２日両日にウィーンでの開催が予定される

「５＋２」者交渉への出席如何は未定とし、同交渉実施に向け

た条件を提示。一方、カルポフ副首相は、モルドバ側は同交

渉には予定どおり出席する旨発言。

・２８日、ボゴジェヴィッチＯＳＣＥ特使がキシナウを訪問、カル

ポフ再統合担当副首相と会談。両者は、沿ドニエストル問題

解決に向けた交渉は継続されるべきであり、予定どおり「５＋

２」者交渉を実施すべきであるとの立場で一致。２９日、ボゴジ

ェヴィッチ特使は、ティラスポリを訪問し、シュタンスキ沿ドニ

エストル「外相」と会談。

※本週報ではモルドバの首都名「キシニョフ」（ロシア語読み）を暫定的に「キシナウ」（モルドバ語読み）と表記しています。

（了）


